
　
短
　
歌	

　
　
　
　
　

田

坂
　

幸

選

好
物
の
柿
の
葉
寿
司
を
供
え
つ
つ
長
く
暮
せ
し
吉
野

な
つ
か
し
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋
容
子

瓶
に
生
け
日
毎
色
づ
く
雪
柳
の
葉
の
紅
が
部
屋
を
彩

ど
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
淑
子

久
々
に
娘
が
連
れ
来
た
る
嬰み
ど
り
ご児
に
仕
事
も
忘
れ
妻
は

と
き
め
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

余
吾
秀
利

年
毎
に
減
る
年
賀
状
し
み
じ
み
と
読
み
返
し
つ
つ
我

も
老
い
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
ウ
メ
ノ

千
町
の
荒
れ
た
棚
田
に
コ
ス
モ
ス
が
人
恋
し
さ
に
寂

し
げ
に
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
広
司

白
寿
の
義
母
石
鎚
山
に
見
送
ら
れ
黄よ

み泉
の
国
へ
と
今

し
旅
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
早
苗

久
し
ぶ
り
に
幼
馴
染
と
会
い
た
れ
ば
互
い
の
母
似
を

指
摘
し
合
え
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
本
郁
子

「
お
早
う
」
と
鏡
の
中
の
私
に
微
笑
み
か
け
て
一
日

は
じ
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
谷
福
美

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
で
作
成
し
、
俳
句
・

川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を

振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月

１
日
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

掲
載
作
品
は
選
者
に
よ
り
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
先　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４　

西
条
市
役
所

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４
（
直
通
）

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

越

智

哲

眞

選

黄く
わ
う
ら
く
落
の
ま
っ
た
だ
中
の
水
昏く
ら

し　
　
　
　

三
谷
福
美

賀
状
待
つ
郵
便
受
け
を
磨み
が

き
あ
げ　
　
　

越
智
幸
子

山
に
雪
小こ
ご
と言
い
は
ざ
る
聞
か
ざ
る
夜　
　

菅　

正
子

子
等ら

の
住
む
地
球
の
裏
の
年
賀
状　
　
　

橋
本
克
彦

冬
麗
う
ら
ら

五
百
羅ら
か
ん漢

の
と
ぼ
け
顔　
　
　
　
　

森
本
郁
子

山
里
の
柿
も
に
ぎ
わ
う
窯か
ま
び
ら開

き　
　
　

近
藤
佐
由
利

玉た
ま
は
が
ね
は
つ
た
ん
れ
ん

鋼
初
鍛
錬
に
飛
ぶ
火
の
粉　
　
　
　
　

渡
部
喜
生

奥
山
は
う
す
ず
み
色
に
む
つ
の
花　
　

山
岡
由
香
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　

金

子

一

孝

選

仕
事
一
途
隙
き
間
も
な
い
と
道
外
す　
　

青
野
洋
子

ク
リ
ス
マ
ス
孫
早
寝
し
て
夢
う
つ
つ　

越
智
富
美
子

正
月
は
お
で
ん
が
い
い
な
と
ね
だ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
佐
由
利

茶
柱
が
朝
の
出
足
を
軽
く
す
る　
　
　

木
原
恵
美
子

お
見
合
い
で
こ
の
娘こ

な
れ
ば
と
一
目
惚
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
木
尚
成

お
は
よ
う
と
バ
イ
ク
が
路
地
に
残
す
風　

越
智
幸
子

晩
酌
に
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
緋ひ

を
並
べ　
　

三
好
清
信

初
鏡
米
寿
の
顔
も
化
粧
す
る　
　
　
　
　

亀
田
幸
子

シアトルから西条へ

　初めまして。アナ・ブライフです。昨年７月にアメ

リカのシアトル市から引っ越してきました。今は西条

北中学校のＡＬＴとして働いています。

　子どものころ、キティちゃんとジブリが好きだった

ので、中学校に入ったときに日本語の勉強を始めまし

た。日本の文化に興味があったので、日本語を勉強す

るのがいつも楽しみでした。

　初めて日本を訪れたのは、中学校を卒業してからで

す。京都と広島に行き、石川県金沢市でホームステイ

しました。２週間日本に滞在し、また来たいと思った

ので、高校・大学でも、日本語の勉強を続けました。

私の専攻は環境学ですが、副専攻は日本語です。大学

に入学した日から卒業の日まで、日本へ行きたいと思

っていたので、私は夢を叶えることができました。も

う７ 月ほど西条市に住んでいますが、私には学ぶべ

世界のゆかいな仲間たち

今回のフレンド

アナ・ブライフ

№124

きことが、まだまだたくさ

んあります。

　西条市に着いたとき、すぐに西条の自然美に気が付

きました。私はハイキングと散歩が好きなので、西条

に住んでいる間にチャンスがあればしてみたいです。

まだ石鎚山を登ったことがないので、春になったらす

ぐに行きたいと思っています。日本料理にも興味があ

るので、いろいろな物を食べてみたいです。西条でさ

まざまな飲食店へ行くのが楽しみです。たまに大阪や

京都のような都会へ行くのも好きですが、美しくて心

安らぐ西条に帰ってくるのが大好きです。

　自然がきれいでミカンとうちぬきの水もおいしい、

そして西条の皆さんはとてもやさしく、いつも私の力

になってくれて感謝しています。これからもよろしく

お願いします。

ＡＬＴ（外国語指導助手）
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